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莱 (NISuCCinimidy1 3-(41hydroxy 5-〔125Ⅰ〕
iodophenyl)propionate)1mCiと,4℃,2時
間反応させた後,0.2Mグリシンを 0.5ml加え
て,反応 を停止した｡ 反応液 を 0.5MNaCl,
1mMEDTA,0.1%Triton X-100, 0.2%ゼ ラ
チンを含む0.02M イ ミダゾール塩酸緩衝液,





すなわ ち,試料 を 0.5MNaCl,0.05MCaC12,
0.2% ゼラチンを含む 0.02Mイミダゾール塩酸
緩衝液,pH7･8で平衡化したカラムにかけ,























結合活性 1unitは結合した 125トマンナン 1ng
と定義した｡
















常 (非免疫)ウサギ IgGを加 えたものを作製
し,非特異的結合量をみた｡抗原,抗体,正常













表 1 2抗体法 によるヒ ト血清 MBP の標準測定系
Standard 〔Cold MBP(ng)〕 Blank Sampleserum
O 37.6 75.2112.8150.4188.0
125LMBP(〟1) 20 20 20 20
ColdMBP(18.8ng/10FEl)(pl) 0 20 40 60
Serum*(〟1) 60 60 60 60
Sampleserum (〃1) 0 0 0 0
RabbitantトMBP-IgG(0,0004%)(〟1) 30 30 30 30
NormalrabbitlgG(0･0004%)(〃1) 0 0 0 0
5% BSA-boratebufer(pH8･5)(pl) 100 80 60 40























NormalrabbitlgG(0･02%)(〃1) 200 200 200 200 200 200 200














さらによく撹拝後,4℃で 1時間, 静置 した｡
その後, 4℃で,3,000rpm,15分間遠心して,
免疫沈降物を沈殿させ,上清を分離した｡沈殿
は 1% BSA-ホウ酸緩衝液, pH8.5の 0.5ml
で洗い,上記同様に遠心分離し,上清 (洗液)
を 1回目の上清 に合した｡ 沈殿 (125I-Bound)
と上渚 (125I-Free)の放射能をそれぞれオ- ト
ガンマカウンターで計測した｡Totalcpmに対






結晶 BSA を標準として定量 した｡
9.使用機器
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3回凍結融解 を くり返 した ものに ついて 同時














血清 と-バ リン加血紫に分 けて 調製 し, MBP























いずれも重複測定, 標準 測定系 (表 1参照) に よ
り定量｡
*検体量 50pl当たりの %Boundo













4 6 8 10 12 14 16図4 健常者,複合糖質代謝異常症患者およびがん患者血清中のMB
P量(A)とマンナン結合活性(B)MBP量は RIAにより定量, マンナン結合活性は 125ト標識マン
ナンの結合量を測定 (実験方法および表1を参照)｡













川笥伸子,他 :ヒト血清マンナン結合タンパク質の RIA による定量
MBPdeterminedbyRrA(FAg/mlserum)
Age o 2 4 6 8 10
I25トMcnncnbound(xlO-3unifs/mJ
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表 5 複合糖質代謝異常症患者の血清中の MBP量とマンナン結合活性
MBPdetermined Mannanbindingactivity MBP/MBP+IgG
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n.d.;notdetectable.
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川等伸子,他 :ヒト血清マンナン結合タンパク質の RIA による定量
cosamine(Mannan-bindingprotein,MBP).
ⅠnVertebrateLectins,ed.Olden,K.Van
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